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(57)【要約】
【課題】部品点数を増すことなく、押釦スイッチ３の釦
３ａからの押し外しを防ぎ、操作フィーリングを劣化す
ることなく確実にスイッチを開閉できるようにする。
【解決手段】回動可能に設けられた押釦部材１と、この
押釦部材１の自由端側に略直角に配設された釦ボス１ａ
と、押釦部材１とは離れた位置に配設された基板５と、
この基板５上に配設された押釦スイッチ３と、パネル４
から釦ボス１ａと平行に延び端部を該釦ボス１ａと交差
するように折り曲げた略Ｌ字状のパネル腕部６ａと、パ
ネル腕部６ａに押釦スイッチ３の釦３ａと対向して設け
たパネルボス部６ｂとを備えたものである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回動可能に設けられた押釦部材と、この押釦部材の自由端側に略直角に配設された釦ボ
スと、押釦部材とは離れた位置に配設された基板と、この基板上に配設された押釦スイッ
チと、パネルから前記釦ボスと平行に延び端部を該釦ボスと交差するように折り曲げ傾斜
させた略Ｌ字状のパネル腕部と、パネル腕部に押釦スイッチの釦と対向して設けたパネル
ボス部とを備えたことを特徴とする押釦スイッチ装置。
【請求項２】
　パネル腕部は、直交して釦ボスと交差させず、押釦ボスの回動軌跡の法線方向に形成し
たことを特徴とする請求項１記載の押釦スイッチ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、一点を支点として回動する押釦部材によってスイッチの開閉を行う押釦ス
イッチ装置に係り、特に、押釦部材からスイッチの釦までの距離が遠い押釦スイッチ装置
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一点を支点として回動する押釦部材によって押釦スイッチの開閉を行う押釦スイッチ装
置においては、図２に示すように、押釦部材１１から基板１２上に設けられた押釦スイッ
チ１３までの距離が離れていると、押釦部材１１を操作したとき、この押釦部材１１は支
点１７を中心に回動し、その自由端側に設けられた釦ボス１１ａの先端部分の横方向への
移動量が大きくなる。このため、押釦部材１１を操作すると、釦ボス１１ａの先端部分が
押釦スイッチ１３の釦１３ａの上面を擦るように動き、操作フィーリングが劣化すること
があった。また、ボス１１ａの先端部分の移動量が大きいため、その先端部がスイッチ１
３の釦１３ａを押し外すことがあり、場合によっては押釦部材１１の復帰不良になる恐れ
があった。
【０００３】
　そこで、従来このような課題を解消するために、特許文献１に開示された２段式押釦装
置が知られている。この２段式押釦装置は押釦部材でスイッチ作動部材を作動させ、この
スイッチ作動部材で押釦スイッチの開閉を行うものである。
【０００４】
　また、図３に示すように、押釦部材１１の釦ボス１１ａを短くし、この釦ボス１１ａの
移動線上において、パネル１４に設けた穴１５に嵌め込んだスペーサ１６を介して押釦ス
イッチ１３の開閉を行うものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実用新案登録第２５２７２７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献１に開示された２段式押釦装置および図３に示す構成によれば、良好
な操作感は得られるが、部品点数が増えることで構成は複雑になるとともに、コストアッ
プになるという課題があった。
【０００７】
　この発明は上記のような課題を解消するためになされたもので、部品点数を増すことな
く、押釦スイッチの釦からの押し外しを防ぎ、操作フィーリングを劣化することなく確実
にスイッチを開閉することのできる押釦スイッチ装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　この発明に係る押釦スイッチ装置は、回動可能に設けられた押釦部材と、この押釦部材
の自由端側に略直角に配設された釦ボスと、押釦部材とは離れた位置に配設された基板と
、この基板上に配設された押釦スイッチと、パネルから釦ボスと平行に延び端部を該釦ボ
スと交差するように折り曲げた略Ｌ字状のパネル腕部と、パネル腕部に押釦スイッチの釦
と対向して設けたパネルボス部とを備えたものである。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明によれば、弾性素材よりなるパネルに設けた柱体の途中を折り曲げて、釦ボス
と交差するようにパネル腕部を形成し、このパネル腕部に押釦スイッチの釦に対向してパ
ネルボス部を形成した構成であるので、釦ボスは交差するパネル腕部を押すだけの長さが
あればよく、その釦ボスで押されて弾性変形したパネル腕部のパネルボス部で押釦スイッ
チの釦を押すことができる。この結果、押釦部材の位置から押釦スイッチの位置までの距
離が離れていても、この押釦スイッチの釦に近い位置に設けたパネルボス部で該釦を押す
ため、押釦スイッチの釦からの押し外し、釦の復帰不良を防ぎ、操作フィーリングを劣化
させることなく確実に押釦スイッチを開閉することができる。また、パネルボス部は弾性
素材よりなるパネルに一体に形成したものであるから、部品点数を増すことなく、コスト
アップすることもない。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】この発明の係る押釦スイッチ装置の要部の構成を示す概要図である。
【図２】従来の押釦スイッチ装置の要部の構成を示す概要図である。
【図３】従来の他の押釦スイッチ装置の要部の構成を示す概要図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
実施の形態１．
　以下、この発明の係る押釦スイッチ装置を図面に基づいて説明する。図１は実施の形態
１を示すスイッチ装置の要部の構成であり、押釦部材１は一端側が支点２に回動可能に支
持され、他端側に押釦スイッチ３の釦３ａを押す釦ボス１ａを有する。押釦スイッチ３は
押釦部材１から距離が遠く離れた基板５の上に配設されている。
【００１２】
　パネル４には、釦ボス１ａと平行する柱体６が一体に形成され、この柱体６の途中を折
り曲げて釦ボス１ａと交差するパネル腕部６ａが形成され、このパネル腕部６ａに押釦ス
イッチ３の釦３ａに対向してパネルボス部６ｂが形成されている。この場合、パネルボス
部６ｂは短くし、パネル腕部６ａは素材の弾性を利用して回動するため、パネル腕部６ａ
はある程度の長さを持っていることが必要である。
【００１３】
　この発明の係るスイッチ装置は上記の構成であるから、押釦部材１を押すと、この押釦
部材１は支点２を中心に回動する。この回動により、釦ボス１ａがパネル腕部６ａを押圧
する。押圧されたパネル腕部６ａは下向きに弾性変形して、パネルボス部６ｂが押釦スイ
ッチ３の釦３ａを押す。
【００１４】
　このように、この発明によれば、押釦部材１の回動を釦ボス１ａを介してパネル４と一
体のパネル腕部６ａに伝え、このパネル腕部６ａの弾性変形により該パネル腕部６ａに設
けられたパネルボス部６ｂで、押釦スイッチ３の釦３ａを押すので、この釦３ａを押すパ
ネルボス部６ｂの横方向への移動量は少なくなり、パネルボス部６ｂ先端が押釦スイッチ
３の釦３ａの上を擦る動きが少なくなり、操作フィーリングを劣化させることなく確実に
押釦スイッチ３を押圧することができる。また、パネルボス部６ｂは押釦スイッチ３の釦
３ａを押し外すことがなく、釦３ａは復帰不良に至ることがない。また、パネルボス部６
ｂはパネル４に一体に形成したものであるから、部品点数を増すことなく、コストアップ
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することもない。
【００１５】
　また、パネル腕部６ａは直交して釦ボス１ａと交差させず、釦ボス１ａの回動軌跡の法
線方向に形成する。このように構成すると、パネルボス部６ｂで釦３ａを押した際の擦れ
感をより低減することができ、良好な操作フィーリングを得ることができる。
【符号の説明】
【００１６】
　１　押釦部材、１ａ　釦ボス、２　支点、３　押釦スイッチ、３ａ　釦、４　パネル、
５　基板、６　柱体、６ａ　パネル腕部、６ｂ　パネルボス部。

【図１】

【図２】

【図３】
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